
食道静脈瘤とは 
 

 

 

 

食道静脈瘤とは 
 

食道粘膜の下を通る静脈が太くなり、瘤（コ

ブ）のように膨れる病気です。できた瘤(コブ)

は次第に大きくなり、血管は脆く、出血しや

すい状態になります。静脈瘤が破裂してしま

うと、大量出血し、命を落とす危険があるた

め、注意が必要です。 
 

 

   

 

 



 

 

食道静脈瘤の原因 
 

 

門脈の圧力が高まることにより発生しま

す。門脈とは、消化管から肝臓へつながっ

ている静脈のことで、大腸や小腸などの消

化管から流れてきた血液を、肝臓へ運ぶた

めの血管です。 

 

門脈の圧力が高まる病気としては 

  

・ 肝硬変 

・ 特発性門脈圧亢進症 

・ 肝外門脈閉塞症 

・ Budd-Chiari 症候群 

 

などがあります。 
 

 

 

 

 

 



 

食道静脈瘤の症状 
 

 

症状はありません。突然の出血、すなわち

吐血や黒色便（黒いタール状の便）などで発

症します。 
 

 

             

 

 

          

 

 

 



 

食道静脈瘤の診断 
 

 

診断の第一は内視鏡検査です。 
 

 

              

 

 

                

 

 

 

 



 

 

食道静脈瘤の治療 
 

 

― 食道静脈瘤硬化療法（EIS） 
 

内視鏡で患部を確認しながら、専用の器具で薬

剤を静脈瘤に直接注射します。使用するのは硬化

剤と呼ばれる薬剤の、オレイン酸モノエタノール

アミン（EO）と、エトキシスクレロール（AS）

のどちらかです。 
 

 

 

                 

 

 

 

 

 



 

― 食道静脈結紮術（EVL） 
 

 

ゴム製のバンドで食道静脈瘤を結紮（けっさつ

＝縛る）し、静脈瘤への血流を止めることで壊死

させる方法です。 
 

                

 

 

                

 

 

 



 

肝臓が悪い人は早めに内視鏡検

査を受けましょう 
 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------- 補足 -------------- 
 

● 食道静脈瘤の内視鏡所見 
 



 

 

 

 



 

 

 


